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　小立野３丁目から旧金沢大学工学部方面へ進みます。上野八幡神社は、スギ、
イチョウなどの大木、ヒサカキなどの低木からなる樹林です。境内には「山さ
むし心の底や水の月」の芭蕉句碑があります。
　住宅地を進み、通りから小立野小学校のグラウンドを眺めてみましょう。グ
ラウンド周囲には、サクラ、シラカシなど種々の樹木がみられます。

　小立野トンネルの下を通過し、みえてくるのが椿原天満宮の樹林です。崖地
斜面を開いた境内の樹林は、スギ、モミなどで構成されています。かつてこの
地に椿原城があったとされ、参道右に「狼煙の松」（クロマツ）があります。
金沢城へ合図の狼煙をあげたことから、この名がついたといわれています。社
殿までの階段から、お城がよくみえる段があります。
　天神坂は、椿原天満宮旧社名、田井天神の横にあるのでこの名でよばれてい
ます。周辺に大きな道路ができたため、今は交通量も少なくなり、歩きやすい
坂道となりました。

　天徳院は、小立野寺院群の最先端に位置し三代藩主前田利常夫人、珠姫の菩
提寺として有名です。天徳院という名は、姫の法名に由来しています。

　金沢商業高校の横を進み鶴間坂にむかいます。文人雅客が多く訪れた坂で、
かつては地名、鶴舞谷が名の由来となっています。階段を備え、坂上のベンチ
ではゆっくりと休憩もできます。崖地からさまざまな樹木が坂の上に枝を伸ば
した緑のトンネルは、周辺環境に融合した落ち着きと静けさを創出しています。
季節に応じシダレザクラなどが花をつけ、彩りを添えます。

　鶴間坂下にある青雲寺では、手入れの行
き届いたツバキ、モミジ、ヒバなどの高木と、
ツツジなどの低木を配した見事な庭園をみ
ることができます。
　青雲寺前の道に沿って、豊かな清流とせ
せらぎ景観を演出しているのが旭用水です。
小立野台地沿いで浅野川左岸から取水して
いる唯一の用水で、昔ながらの石積み護岸
や水面を彩る花緑が、素朴な情緒と風情を
醸し出しています。

　この段丘には、モウソウチクを主体とした雑木林が茂っていますが、崖崩
れの防止にも役立っているとのこと。木の実などを求めて庭木にやってくる
ヒヨドリの姿もみられます。
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